
53.3日周期の波が ｢冬季極大型｣,40.0日周期

16.0日周期,12.3日周期の波が ｢春秋季極大型｣

を示した｡北緯50-80度の500hPa高度値は,ほ

とんどの周期の波で ｢春秋季極大型｣を示してい

たが,高緯度では低周波の波で冬季極大型を示し

た｡(〕swwを分解した各周期の波の経年変化は

53.3日周期の波が弱化,40日周期の波が強化して
いた｡この結果は最近の真冬の振幅低下を裏付け

る結果である｡

最後に③の解析の結果より,QSWW を分解し

た波は周期の長い波が有意な相関を得ており西高

東低型,温帯低気圧型,移動性高気圧型と有意な

正相関があるのに対 して,北緯50-80度の
500hPa高度値を分解した波はどの周期の波でも

有意な相関を得ており,温帯低気圧型,移動性高

気圧型と有意な正相関があった (第1表)｡
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(本誌pp.91-100にフル ･ペーパーとして掲載した｡)
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